
ソフトウェア製品の脆弱性対処促進に関する調査

資料 3-52019年度情報システム等の脆弱性情報の取扱いに関する研究会 第3回

（普及⼿段と効果測定⽅法）



普及⼿段
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 「製品開発者向けガイド」の普及⼿段、およびガイドの内容がどれだけ認知（理解）されたか、適⽤された
かについての効果測定⽅法を検討する。

 「製品開発者向けガイド」の普及⼿段は以下の通り。
普及に

協⼒いただける
他組織

業界団体 SIer・
製品ベンダ

セミナー・研修
事業者 セキュリティベンダ ITメディア系

Webサイト
IPAが参加する
イベント・セミナー

普及対象 • 製品開発者
（会員）

• 製品開発者
（取引先）

• 製品開発者
（受講者）

• 製品開発者
（サービス提
供者）

• 製品開発者 • 製品開発者

場所
• Webサイト
（電⼦ファイル
掲載）

• イベント等

• 取引、契約等の
連絡時 • セミナー・研修

• セキュリティ
サービス提供
時

• Webサイト • イベント会場

⽅法
• パンフの配布
• ガイドの掲載
• ガイドの配布・紹
介

• パンフの配布
• ガイドの配布

• パンフの配布
• ガイドの配布

• パンフの配布
• ガイドの配布

• 寄稿
• ガイドの掲載

• パンフの配布
• ガイドの配布

媒体 • 電⼦ファイル
• 紙媒体

• 電⼦ファイル
• 紙媒体 • 紙媒体 • 紙媒体 • 電⼦ファイル • 紙媒体



効果測定⽅法の考え⽅（案）
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 「製品開発者向けガイド」の効果測定⽅法（案）については以下の通り。
① ヒアリング調査︓協⼒組織に対して、「利⽤⽬的」や「利⽤後の評価」についてヒアリング調査を⾏う。
② 専⽤のアンケート調査︓業界団体会員、セミナー・研修等受講者、ベンダ等に対して、 「利⽤⽬的」や「利⽤の

可能性」、および「利⽤されない理由（不⾜している内容等）」についてアンケート調査を⾏う。
③ チェックリストダウンロード者への簡易アンケート調査︓チェックリストファイルをダウンロードする際に、簡易的なアン

ケートを⾏い、「利⽤⽬的」などを確認する。さらに、連絡⽤のメールアドレスを登録し（ダウンロードしたチェックリスト
がバージョンアップした際の案内等も実施）、更新時に 「利⽤後の評価」、「次回バーションアップに期待すること」
などのアンケート調査を⾏う。

普及に
協⼒いただける
他組織

業界団体 SIer・
製品ベンダ

セミナー・研修
事業者

セキュリティベン
ダ

ITメディア系
Webサイト

IPAが参加する
イベント・セミ

ナー

⽅法
• パンフの配布
• ガイドの掲載
• ガイドの配布・
紹介

• パンフの配布
• ガイドの配布

• パンフの配布
• ガイドの配布

• パンフの配布
• ガイドの配布

• 寄稿
• ガイドの掲載

• パンフの配布
• ガイドの配布

媒体 • 電⼦ファイル
• 紙媒体

• 電⼦ファイル
• 紙媒体 • 紙媒体 • 紙媒体 • 電⼦ファイル • 紙媒体

効
果
測
定
⼿
法

①ヒアリング調査
（サンプリング） ー ○ ○ ○ － ー

②専⽤の
アンケート調査

○
会員向け ー

○
事業者向け/
受講者向け

○
事業者向け － ー

③チェックリストダウン
ロード者への

簡易アンケート調査
○ ○ ○ ○ ○ ○



5. ヒアリング調査結果 得られた意⾒と対応⽅針
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⾮ 公 開



参考情報 Security Action
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 ⾃組織の情報セキュリティの取組みを⾃⼰宣⾔する


